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コロナ禍の中での審判活動で重要なことは

１ コロナをうつさない（選手の安全確保）
２ コロナにかからない（審判員の安全確保）
の２点であると考えられる。

そのためには

１ 選手の安全確保について（うつさない）
（１）大会前まで
①審判委員長から「健康チェックシート」を送付する。
②日常から健康チェックシート（自己管理用）を活用し、自身の体調管理を行う。
（起床時の体温を記録する。）
③当日は健康チェックシート（提出用）を持参し、提出する。
※個人情報の取り扱いに注意する。



（２）大会参加時

◯以下の事項に該当する場合は、自主的に参加を見合わせる。

・体調が良くない場合（発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合）

・同居家族や身近な人に感染が疑われる方がいる場合

・過去１４日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている

国、地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合

２ 審判員の安全確保（かからない）

①競技以外での留意事項

・移動時や会場ではマスク（不織布のマスクを推奨）を必ず着用する。

・ミーティングは距離を保ち、短時間で行う。（あらかじめ資料はメールで

送信し、目を通しておいてもらう。）

・マスクを取る場合（食事など）は、他の参加者等との距離（できるだけ２m以

上）を確保し、大きな声や対面での会話等は行わない。（黙食）



②競技中の留意事項

【主・副審】

・監督・選手との握手は行わない。トスの際はマスク着用し、選手との距離

を保って、短時間ですませる。

・主催者の意向で、電子ホイッスル等で試合を進めてもよい。

・ホイッスルを使用する際は、ホイッスルカバーや不織布のマスクを着用す

る。マスクは、１試合ごとに交換するとともに、除菌シート等を活用し、

ホイッスルを洗浄、消毒すること。（マスクは主催者が用意）

・審判員もマスク着用のため熱中症の心配があることから、セット間には給

水を行うこと。

・アリーナ上で選手に円陣は組ませないようにする。

・ベンチスタッフ、ウオームアップエリアの選手はマスク着用とする。



【スコアラー】

・会話をすることがあるので、マスクとゴム手袋を着用する。大きな声や対面での会

話は控える。（できればフェイスシールドも着用することが望ましい）

・共有物品（ボールペン等）の使用はできるだけ避ける。サイン採取時は、専用ペン

や消毒用アルコールを準備する等の工夫をする。

【ラインジャッジ】

・マスクの着用をする。

・フラッグは、試合前後に消毒を行う。（できればゴム手袋を着用）



【その他】〜競技と連携する部分

・ベンチや記録席などの試合会場のレイアウトは、密な環境を避けるため

に変更をしてもよい。

ex.ウォームアップエリアを広げる、ベンチを２列にする 等

・記録席にボールを拭く要員を置く。（ゴム手袋着用）汗でボールが濡れ

たら、（ボール専用）消毒液付きのタオルでボールを拭く。セット間に

は必ず消毒を行う。（記録員が行っても可）

・チェンジコートの際は、ベンチの消毒を行う。

・セット間に換気を行うこと。

・試合が終了したら、ベンチ、記録席、用具等の消毒を行うこと。できた

ら床も消毒を行い、消毒が済んだ後にチームを入場させるようコント

ロールすること。

・参加チーム数を削減し、１日あたり１コート４試合を越えないように試

合数を調整すること。


